
(57)【要約】

【課題】グリーストラップに溜まった含油脂廃水から廃

油脂を分離し、取り扱い性が良好で回収作業が容易な廃

油脂固化物を得ることのできる含油脂廃水の処理方法を

提供すること。

【解決手段】グリーストラップ５に溜まった含油脂廃水

から分離した廃油脂に、ステアリン酸、１２－ヒドロキ

システアリン酸及びパラフィンからなる群から選択され

る少なくとも１種の油脂固化剤を添加し、該油脂固化剤

の融点以上に加熱してから冷却水中に投入して冷却する

ことにより前記廃油脂を固化させて廃油脂固化物１５を

得ることを特徴とする含油脂廃水の処理方法である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 か ら 分 離 し た 廃 油 脂 に 油 脂 固 化 剤 を 添 加 す る こ
と に よ り 前 記 廃 油 脂 を 固 化 さ せ て 廃 油 脂 固 化 物 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 含 油 脂 廃 水 の 処 理
方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 油 脂 固 化 剤 を 添 加 し 、 加 熱 し て か ら 冷 却 す る 請 求 項 １ 記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 油 脂 固 化 剤 の 融 点 以 上 に 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 水 中 に 投 入 し て 冷 却 す る 請 求 項 ２
記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 の 温 度 と 冷 却 水 の 温 度 と の 差 が ２ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 請 求 項 ３
記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 油 脂 固 化 剤 が 、 融 点 が ４ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 脂 肪 族 化 合 物 で あ る 請 求 項 １ ～
４ の い ず れ か 記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 油 脂 固 化 剤 が ス テ ア リ ン 酸 、 １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 及 び パ ラ フ ィ ン か ら な
る 群 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も １ 種 で あ る 請 求 項 ５ 記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 廃 油 脂 固 化 物 の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が ６ ０ ～ １ ０ ０ 重 量 ％ の 範 囲 に あ る 請 求 項 １ ～ ６ の
い ず れ か 記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 か ら 廃 油 脂 を 分 離 す る 分 離 手 段 と 、 前 記 廃 油 脂
を 油 脂 固 化 剤 の 存 在 下 に 該 油 脂 固 化 剤 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 さ れ た 廃
油 脂 を 冷 却 し て 固 化 さ せ る 冷 却 手 段 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 含 油 脂 廃 水 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 加 熱 手 段 が ヒ ー タ ー と 攪 拌 装 置 を 備 え た 加 熱 槽 で あ り 、 前 記 冷 却 手 段 が 攪 拌 装 置 を
備 え た 冷 却 水 槽 で あ る 請 求 項 ８ 記 載 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 加 熱 槽 の 容 量 に 対 す る 前 記 冷 却 水 槽 の 容 量 が ２ 倍 以 上 で あ る 請 求 項 ９ 記 載 の 含 油 脂
廃 水 の 処 理 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 厨 房 や 食 品 工 場 な ど か ら 出 る 含 油 脂 廃 水 か ら 廃 油 脂 を 分 離 し て 固 化 物 と し て
回 収 す る 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 、 及 び そ れ に 用 い ら れ る 処 理 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 給 食 セ ン タ ー 、 ホ テ ル 、 旅 館 、 レ ス ト ラ ン 又 は 一 般 食 堂 な ど の 業 務 用 の 厨 房 や 食 肉 セ ン
タ ー 、 食 品 ・ 水 産 加 工 場 な ど か ら 出 る 廃 水 に は 、 生 ゴ ミ や 動 植 物 性 油 脂 等 が 多 く 含 ま れ て
い る 。 こ れ ら の 生 ゴ ミ や 動 植 物 性 油 脂 等 が そ の ま ま 下 水 に 流 出 し な い よ う に す る 目 的 で グ
リ ー ス ト ラ ッ プ を 設 置 す る こ と が 義 務 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 的 に グ リ ー ス ト ラ ッ プ で は 、 廃 水 に 含 ま れ る 生 ゴ ミ 等 は ス ト レ ー ナ ー で 捕 集 さ れ 、
さ ら に 廃 水 は グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 で 比 重 差 に よ り 廃 油 脂 と 水 分 と に 分 離 さ れ る 。 ま た 、 ス
ラ イ ド 板 ・ 仕 切 板 を 設 け る こ と に よ り 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 に 流 入 し て く る 廃 水 の 速 度 を
低 下 さ せ て 廃 油 脂 と 水 分 の 分 離 状 態 を 保 つ よ う に し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 を 回 収 す る 方 法 と し て 、 例 え ば 、 定 期 的 に 清 掃
業 者 に 依 頼 し て 手 作 業 で 回 収 す る 方 法 が あ る が 、 悪 臭 な ど に よ り 作 業 環 境 が 劣 悪 で あ る た
め 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ２ ２ ７ ４ 号 公 報 （ 特 許 文 献 １ ） に は 、 回 収 槽 の 上 部 に 浮 遊 す る 廃 油
を 含 有 す る 混 濁 水 を 、 揚 水 ポ ン プ を 用 い て 回 収 す る こ と の で き る 浮 上 油 自 動 回 収 装 置 が 記
載 さ れ て い る 。 こ の 浮 上 油 自 動 回 収 装 置 を 用 い る こ と に よ り 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ 内 の 浮 上
廃 油 を 手 作 業 で 回 収 す る 操 作 が い ら な い の で 手 間 が か か ら な い と と も に 、 周 辺 の 悪 臭 ・ 配
管 詰 ま り 等 が 大 幅 に 低 減 で き る と さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 回 収 さ れ た 廃 油 脂 は そ の 形
状 に よ り 運 搬 す る 際 の 取 り 扱 い が 困 難 で あ り 、 廃 棄 物 と し て 処 分 す る 際 に も 労 力 が か か り
問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 開 昭 ５ ５ － １ ０ ６ ２ ９ ８ 号 公 報 （ 特 許 文 献 ２ ） に は 、 １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア
リ ン 酸 を 廃 食 用 油 に 適 量 添 加 し 、 加 熱 溶 解 後 、 冷 却 す る こ と を 特 徴 と す る 廃 食 用 油 の 固 形
化 処 理 方 法 に つ い て 記 載 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 こ の よ う な 固 形 化 処 理 方 法 は 、 廃 食
用 油 に １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 を 直 接 添 加 す る 方 法 で あ り 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜
ま っ た 含 油 脂 廃 水 の よ う に 水 分 が 多 く 存 在 す る 場 合 に 応 用 す る 例 は な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ６ ２ ２ ７ ４ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 昭 ５ ５ － １ ０ ６ ２ ９ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た
含 油 脂 廃 水 か ら 廃 油 脂 を 分 離 し 、 取 り 扱 い 性 が 良 好 で 回 収 作 業 が 容 易 な 廃 油 脂 固 化 物 を 得
る こ と の で き る 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。 ま た 、 そ
の よ う な 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 課 題 は 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 か ら 分 離 し た 廃 油 脂 に 油 脂 固 化 剤
を 添 加 す る こ と に よ り 前 記 廃 油 脂 を 固 化 さ せ て 廃 油 脂 固 化 物 を 得 る こ と を 特 徴 と す る 含 油
脂 廃 水 の 処 理 方 法 を 提 供 す る こ と に よ っ て 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の と き 、 油 脂 固 化 剤 を 添 加 し 、 加 熱 し て か ら 冷 却 す る こ と が 好 適 で あ り 、 油 脂 固 化 剤
の 融 点 以 上 に 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 水 中 に 投 入 し て 冷 却 す る こ と が 好 適 で あ る 。 加 熱 さ
れ た 廃 油 脂 の 温 度 と 冷 却 水 の 温 度 と の 差 が ２ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る こ と が 好 適 で あ り
、 油 脂 固 化 剤 が 、 融 点 が ４ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 脂 肪 族 化 合 物 で あ る こ と が 好 適 で あ
る 。 ま た 、 油 脂 固 化 剤 が ス テ ア リ ン 酸 、 １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 及 び パ ラ フ ィ ン か
ら な る 群 か ら 選 択 さ れ る こ と が 好 適 で あ り 、 廃 油 脂 固 化 物 の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が ６ ０ ～ １ ０
０ 重 量 ％ の 範 囲 に あ る こ と も 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 上 記 課 題 は 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 か ら 廃 油 脂 を 分 離 す る 分 離
手 段 と 、 前 記 廃 油 脂 を 油 脂 固 化 剤 の 存 在 下 に 該 油 脂 固 化 剤 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 す る 加 熱 手
段 と 、 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 し て 固 化 さ せ る 冷 却 手 段 か ら な る こ と を 特 徴 と す る 含 油 脂
廃 水 の 処 理 装 置 を 提 供 す る こ と に よ っ て も 解 決 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 上 記 含 油 脂 廃 水 の 処 理 装 置 に お い て 、 加 熱 手 段 が ヒ ー タ ー と 攪 拌 装 置 を 備 え た 加 熱 槽 で
あ り 、 冷 却 手 段 が 攪 拌 装 置 を 備 え た 冷 却 水 槽 で あ る こ と が 好 適 で あ り 、 加 熱 槽 の 容 量 に 対
す る 冷 却 水 槽 の 容 量 が ２ 倍 以 上 で あ る こ と も 好 適 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 方 法 に よ れ ば 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 か ら
廃 油 脂 を 分 離 し 、 取 り 扱 い 性 が 良 好 で 回 収 作 業 が 容 易 な 廃 油 脂 固 化 物 を 得 る こ と が で き る
。 ま た 、 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 の 含 水 率 が 低 い の で 燃 料 と し て 好 適 に 使 用 す る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し な が ら 本 発 明 を よ り 具 体 的 に 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 で 用 い ら れ る
含 油 脂 廃 水 の 処 理 装 置 の 一 例 を 示 し た 断 面 図 で あ り 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂
廃 水 か ら 廃 油 脂 を 分 離 す る 分 離 手 段 と 、 前 記 廃 油 脂 を 脂 肪 族 系 油 脂 固 化 剤 の 存 在 下 に 該 油
脂 固 化 剤 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 す る 加 熱 手 段 と 、 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 し て 固 化 さ せ る 冷
却 手 段 を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 示 さ れ る よ う に 、 厨 房 な ど の 流 し 口 ２ か ら 流 出 し た 廃 油 脂 を 含 む 廃 水 は 、 廃 水 導
入 管 ３ を 通 り 、 生 ゴ ミ 等 の 固 形 分 が ス ト レ ー ナ ー ４ に よ り 捕 集 さ れ て か ら 、 グ リ ー ス ト ラ
ッ プ ５ に 溜 め ら れ る 。 グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ で は 、 比 重 差 に よ り 上 層 に 油 脂 分 が 浮 上 し 、 下
層 の 水 分 の み が 排 出 管 ２ ４ を 通 っ て 排 出 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 処 理 装 置 １ に お け る 分 離 手 段 で は 、 含 油 脂 廃 水 か ら 廃 油 脂 が 分 離 さ れ る 。 図 １
の 例 で は 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 の う ち 、 上 層 の 油 脂 分 の 多 い 部 分 が
ポ ン プ 等 （ 図 示 せ ず ） を 用 い て 吸 い 上 げ ら れ て 含 油 脂 廃 水 吸 入 管 ６ を 通 っ て 廃 油 脂 分 離 槽
７ に 送 ら れ 、 廃 油 脂 分 離 槽 ７ 内 で 比 重 差 に よ り 廃 油 脂 と 水 分 と が 分 離 す る 。 廃 油 脂 分 離 槽
７ 内 で 分 離 し た 水 分 は 廃 油 脂 分 離 槽 ７ か ら 導 出 さ れ る 。 導 出 さ れ た 廃 水 は 廃 水 返 送 管 １ ９
を 通 っ て グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ に 送 ら れ て も よ い し 、 廃 水 供 給 管 １ ７ を 通 っ て 冷 却 水 槽 １ ３
へ 送 ら れ て 冷 却 水 と し て 利 用 し て も よ い 。 廃 水 の 導 出 を く り 返 す こ と に よ っ て 廃 油 脂 分 離
槽 ７ 内 で 分 離 ・ 蓄 積 さ れ た 廃 油 脂 は 加 熱 槽 ９ に 送 ら れ る 。 本 発 明 の 処 理 方 法 で は 、 グ リ ー
ス ト ラ ッ プ ５ 内 で 比 重 に よ り 分 離 さ れ た 含 油 脂 廃 水 に 対 し て 、 こ の よ う な 分 離 手 段 を 用 い
て さ ら に 廃 油 脂 と 水 分 と を 分 離 す る 操 作 を 行 う 。 こ の 操 作 を 行 う こ と に よ り 、 得 ら れ る 廃
油 脂 の 含 水 率 を 減 ら す こ と が で き る 。 動 物 性 油 脂 な ど で は 、 室 温 で 固 体 の も の も あ る の で
、 分 離 を 容 易 に す る た め に 廃 油 脂 分 離 槽 ７ に ヒ ー タ ー を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 で は 、 含 油 脂 廃 水 か ら 分 離 し た 廃 油 脂 に 油 脂 固 化 剤 を 添 加 す る 操 作 を
行 う 。 廃 油 脂 に 油 脂 固 化 剤 が 混 合 さ れ る こ と に よ り 、 油 脂 固 化 剤 と と も に 廃 油 脂 が 固 化 す
る こ と に な る 。 上 記 油 脂 固 化 剤 を 添 加 す る タ イ ミ ン グ は 特 に 限 定 さ れ ず 、 添 加 し て か ら 廃
油 脂 を 攪 拌 し て も よ い し 、 攪 拌 中 に 添 加 し て も よ い が 、 廃 油 脂 を 攪 拌 し な が ら 油 脂 固 化 剤
を 添 加 す る こ と が 好 ま し い 。 油 脂 固 化 剤 を 添 加 す る 操 作 は 手 作 業 で 行 っ て も よ い し 、 一 定
量 の 油 脂 固 化 剤 を 自 動 で 添 加 す る こ と の で き る 手 段 を 備 え て い て も よ い 。 油 脂 固 化 剤 を 添
加 す る 手 段 を 備 え て い る こ と が 容 易 に 操 作 で き る た め 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 で 用 い ら れ る 油 脂 固 化 剤 は 、 融 点 が ４ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る 脂 肪 族 化 合 物 で
あ る こ と が 好 ま し い 。 油 脂 固 化 剤 の 融 点 が ４ ０ ℃ 未 満 の 場 合 、 得 ら れ る 廃 油 脂 固 化 物 １ ５
の 形 状 安 定 性 が 良 好 で な い お そ れ が あ り 、 よ り 好 適 に は ６ ０ ℃ 以 上 で あ る 。 一 方 、 油 脂 固
化 剤 の 融 点 が １ ０ ０ ℃ を 超 え る 場 合 、 加 熱 ・ 攪 拌 時 に 油 脂 固 化 剤 が 融 解 せ ず 廃 油 脂 と の 混
合 が う ま く い か な い お そ れ が あ り 、 よ り 好 適 に は ９ ０ ℃ 以 下 で あ る 。 好 適 な 油 脂 固 化 剤 と
し て は 、 ス テ ア リ ン 酸 、 １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 、 パ ラ フ ィ ン 等 を 例 示 す る こ と が
で き る 。 こ れ ら の う ち で も コ ス ト が 低 く 、 得 ら れ る 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ と 水 と の 分 離 性 が 良
好 で あ り 、 さ ら に 得 ら れ る 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 粒 径 が 大 き い こ と な ど か ら 、 パ ラ フ ィ ン が
よ り 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 廃 油 脂 の 水 分 量 や 油 脂 固 化 剤 の 種 類 な ど に よ っ て も 異 な る が 、 本 発 明 に お け る 油 脂 固 化
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剤 の 添 加 量 は 、 廃 油 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て １ ～ ３ ０ 重 量 部 で あ る こ と が 好 ま し い 。 油 脂
固 化 剤 の 添 加 量 が １ 重 量 部 未 満 の 場 合 、 得 ら れ る 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 形 状 安 定 性 が 損 な わ
れ る お そ れ が あ り 、 よ り 好 適 に は ３ 重 量 部 以 上 で あ る 。 一 方 、 油 脂 固 化 剤 の 添 加 量 が ３ ０
重 量 部 を 超 え る 場 合 、 処 理 コ ス ト が 増 加 す る こ と と な り 、 よ り 好 適 に は ２ ０ 重 量 部 以 下 で
あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 処 理 装 置 １ に お け る 加 熱 手 段 で は 、 廃 油 脂 を 油 脂 固 化 剤 の 存 在 下 に 該 油 脂 固 化
剤 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 す る 。 上 記 廃 油 脂 分 離 槽 ７ で 分 離 さ れ た 廃 油 脂 を 加 熱 槽 ９ に 導 入 し
、 油 脂 固 化 剤 の 存 在 下 に 該 油 脂 固 化 剤 の 融 点 以 上 ま で 加 熱 す る 。 加 熱 槽 ９ は ヒ ー タ ー １ １
と 攪 拌 装 置 １ ０ を 備 え て い る こ と が 好 ま し く 、 こ の こ と に よ り 加 熱 槽 ９ 内 で 油 脂 固 化 剤 が
偏 ら な い よ う に 廃 油 脂 を 加 熱 ・ 攪 拌 す る こ と が で き る 。 ま た 、 廃 油 脂 を 加 熱 ・ 攪 拌 す る こ
と に よ っ て 、 油 脂 分 と 水 分 と を 十 分 に 分 離 す る こ と が で き る の で 、 ヘ キ サ ン 抽 出 分 の 高 い
廃 油 脂 固 化 物 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 で は 、 廃 油 脂 に 油 脂 固 化 剤 を 添 加 し た 後 に 加 熱 し て か ら 冷 却 す る こ と
が 好 ま し い 。 冷 却 さ れ る こ と に よ り 廃 油 脂 が 固 化 し て 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ が 得 ら れ る 。 本 発
明 の 処 理 装 置 １ に お け る 冷 却 手 段 は 、 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 し て 固 化 さ せ る も の で あ り
、 図 １ の 例 で は 、 冷 却 水 が 満 た さ れ た 冷 却 水 槽 １ ３ が 用 い ら れ て い る 。 油 脂 固 化 剤 の 融 点
以 上 に 加 熱 さ れ た 廃 油 脂 を 冷 却 水 槽 １ ３ 内 の 冷 却 水 中 に 投 入 し て 冷 却 す る こ と が 好 ま し く
、 こ の こ と に よ り 効 率 良 く 固 化 さ せ る こ と が で き る 。 上 記 冷 却 手 段 は 攪 拌 装 置 １ ４ を 備 え
て い る こ と が 好 ま し く 、 こ の こ と に よ り 均 一 に 冷 却 で き る と と も に 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 形
状 の バ ラ ツ キ を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 冷 却 す る 際 に 用 い る 冷 却 水 の 温 度 は 特 に 限 定 さ れ な い が 、 加 熱 槽 ９ に よ り 加 熱 さ れ た 廃
油 脂 の 温 度 と 冷 却 水 槽 １ ３ 内 の 冷 却 水 の 温 度 と の 差 が ２ ０ ～ １ ０ ０ ℃ の 範 囲 に あ る こ と が
好 ま し い 。 温 度 差 が ２ ０ ℃ 未 満 の 場 合 、 迅 速 に 廃 油 脂 を 固 化 で き な い お そ れ が あ る と と も
に 、 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 形 状 の バ ラ ツ キ が 大 き く な る お そ れ が あ り 、 よ り 好 適 に
は ３ ０ ℃ 以 上 で あ る 。 一 方 、 温 度 差 は 通 常 １ ０ ０ ℃ 以 下 で あ る が 、 コ ス ト や 安 全 性 の 観 点
か ら は 、 よ り 好 適 に は ９ ０ ℃ 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 廃 油 脂 の 温 度 と 冷 却 水 の 温 度 と の 差 を 上 述 に あ る よ う な 温 度 範 囲 に す る た め に は 、 加 熱
槽 ９ の 容 量 に 対 す る 冷 却 水 槽 １ ３ の 容 量 が ２ 倍 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 冷 却 水 槽 １ ３
の 容 量 が ２ 倍 未 満 の 場 合 、 冷 却 水 の 温 度 が 上 昇 し 、 迅 速 に 廃 油 脂 を 固 化 で き な い お そ れ が
あ る と と も に 、 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 形 状 の バ ラ ツ キ が 大 き く な る お そ れ が あ り 、
よ り 好 適 に は ５ 倍 以 上 で あ る 。 ま た 、 通 常 、 冷 却 槽 の 容 量 は １ ０ ０ 倍 以 下 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 冷 却 水 槽 １ ３ に 冷 却 水 を 供 給 す る 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 連 続 的 に 供 給 し て も よ い し 、
冷 却 水 槽 １ ３ 内 の 冷 却 水 の 温 度 が 上 昇 し た り 、 汚 濁 負 荷 が 高 く な る た び ご と に 供 給 し て も
よ い 。 冷 却 水 と し て は 、 冷 却 水 貯 蔵 槽 ２ １ か ら 冷 却 水 供 給 管 ２ ３ に よ り 冷 却 水 ２ ０ を 供 給
し て も よ い し 、 水 道 水 を 直 接 供 給 し て も よ い 。 廃 油 脂 分 離 槽 ７ 内 で 分 離 し た 水 分 を 廃 水 供
給 管 １ ７ よ り 供 給 し て も よ い 。 ま た 、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ 内 の 下 層 に あ る 水 分 を 揚 水 し て
供 給 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 上 述 の 方 法 に よ り 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ を 回 収 す る 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 網 な ど
を 用 い て 手 作 業 で 回 収 し て も よ い し 、 粗 濾 過 す る こ と に よ り 回 収 し て も よ い 。 ま た 、 ベ ル
ト コ ン ベ ア 等 を 備 え た 自 動 回 収 装 置 を 用 い て 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ を 回 収 し て も よ い 。 廃 油 脂
固 化 物 １ ５ の 回 収 後 に 残 っ た 冷 却 水 槽 １ ３ 中 の 冷 却 水 は 、 そ の ま ま 再 利 用 し て も よ い し 、
グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ に 排 出 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 処 理 装 置 １ は 、 回 収 さ れ た 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ を 脱 水 す る 脱 水 手 段 を 備 え
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て い る こ と が 好 ま し い 。 脱 水 し て 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 含 水 率 を 減 ら す こ と に よ り 、 燃 料 と
し て 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。 脱 水 に よ り 生 じ た 水 分 は 、 そ の ま ま 排 出 し て も よ い し
、 グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ へ 送 っ て も よ い 。 脱 水 す る 方 法 は 特 に 限 定 さ れ ず 、 網 等 を 用 い て 水
切 り し て も よ い し 、 乾 燥 機 等 で 乾 燥 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 グ リ ー ス ト ラ ッ プ ５ 内 の 下 層 に あ る 廃 水 は 、 排 出 管 ２ ４ よ り 排 出 さ れ る 。 本 発 明 の 処 理
方 法 に よ り 含 油 脂 廃 水 が 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ と し て 回 収 さ れ る の で 、 排 出 管 ２ ４ か ら 廃 油 脂
が 流 出 す る こ と な く 環 境 負 荷 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 に よ り 得 ら れ る 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が ６ ０ ～ １ ０ ０ 重
量 ％ の 範 囲 に あ る こ と が 好 ま し い 。 こ こ で 、 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の ヘ キ サ ン 抽 出 分 と は 、 ヘ
キ サ ン を 用 い て 抽 出 さ れ る も の の 割 合 を 示 し て お り 、 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ に 含 ま れ る 油 脂 の
割 合 に 概 ね 相 当 す る 。 こ の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が 高 い 場 合 は 、 通 常 、 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の 含 水
率 が 低 い 。 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が ６ ０ 重 量 ％ 未 満 の 場 合 、 得 ら れ る 廃 油 脂
固 化 物 １ ５ の 含 水 率 が 高 く な り 総 発 熱 量 が 低 下 す る こ と が 多 く 、 燃 料 と し て の 性 能 が 低 下
す る お そ れ が あ り 、 よ り 好 適 に は ７ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 に お い て 、 含 油 脂 廃 水 か ら 分 離 さ れ た 直 後 の 廃 油 脂 に 比 べ て 、 廃 油 脂
固 化 物 １ ５ か ら の ヘ キ サ ン 抽 出 分 が １ ０ 重 量 ％ 以 上 大 き い こ と が 好 ま し い 。 こ の こ と に よ
り 、 含 水 率 の 低 い 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ を 得 る こ と が で き る 。 ヘ キ サ ン 抽 出 分 の 増 加 は 、 ２ ０
重 量 ％ 以 上 で あ る こ と が よ り 好 ま し く 、 ３ ０ 重 量 ％ 以 上 で あ る こ と が さ ら に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 処 理 方 法 に よ り 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 １ ５ は 、 含 水 率 が 低 く 、 ま た 、 窒 素 、 り
ん 、 硫 黄 及 び 金 属 元 素 等 を 含 ん で い な い 油 脂 固 化 剤 を 用 い て い る た め 、 燃 焼 す る 際 に 有 害
物 質 等 が 発 生 す る こ と の 少 な い 固 形 燃 料 と し て 好 適 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 、 試 験 例 を 用 い て 本 発 明 を さ ら に 説 明 す る 。 本 試 験 例 は 、 本 発 明 の 処 理 方 法 に つ い
て の モ デ ル 試 験 を 行 っ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
試 験 例 １
　 擬 似 廃 油 （ 植 物 油 ： ラ ー ド ： 水 ＝ １ ： １ ： ２ ） ２ ０ ｇ を 攪 拌 し な が ら ８ ０ ℃ ま で 加 熱 し
、 油 脂 固 化 剤 と し て パ ラ フ ィ ン （ 融 点 ６ ８ － ７ ０ ℃ ） ０ ． ２ ｇ 、 ０ ． ４ ｇ 、 １ ｇ 及 び ２ ｇ
を そ れ ぞ れ 添 加 し た 。 パ ラ フ ィ ン が 混 合 さ れ た こ れ ら 擬 似 廃 油 を ２ ５ ℃ の 冷 却 水 ２ ０ ０ ｇ
中 に 投 入 し 、 得 ら れ た 固 化 物 の 形 状 、 及 び ろ 紙 へ の 染 み 出 し を 観 察 し た 。 得 ら れ た 結 果 を
表 １ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
試 験 例 ２
　 豚 骨 ラ ー メ ン 販 売 店 に 設 置 さ れ て い る グ リ ー ス ト ラ ッ プ に 溜 ま っ た 含 油 脂 廃 水 の 上 層 を
汲 み 上 げ て 廃 油 脂 分 離 槽 中 で 比 重 差 に よ り 廃 油 脂 を 分 離 し た 。 こ の 廃 油 脂 ２ ０ ｇ を ビ ー カ
ー で 攪 拌 し な が ら ８ ０ ℃ ま で 加 熱 し 、 パ ラ フ ィ ン １ ｇ を 添 加 し た 。 パ ラ フ ィ ン が 混 合 さ れ
た 廃 油 脂 を ２ ５ ℃ の 攪 拌 し て い る 冷 却 水 ２ ０ ０ ｇ 中 に 投 入 し た と こ ろ 、 直 径 約 ５ ｍ ｍ の 廃
油 脂 固 化 物 が 得 ら れ た 。 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 の ヘ キ サ ン 抽 出 分 を 測 定 し た と こ ろ 、 ８ ７
． ２ ％ で あ り 、 総 発 熱 量 を 熱 研 式 発 熱 量 計 に よ り 測 定 し た と こ ろ 、 ３ ３ ３ ０ ０ Ｊ ／ ｇ で あ
っ た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
試 験 例 ３
　 パ ラ フ ィ ン を ス テ ア リ ン 酸 に 変 更 し た 以 外 は 試 験 例 ２ と 同 様 に し て 廃 油 脂 固 化 物 を 得 た
。 得 ら れ た 結 果 を 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
試 験 例 ４
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　 パ ラ フ ィ ン を １ ２ － ヒ ド ロ キ シ ス テ ア リ ン 酸 に 変 更 し た 以 外 は 試 験 例 ２ と 同 様 に し て 廃
油 脂 固 化 物 を 得 た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
試 験 例 ５
　 油 脂 固 化 剤 を 用 い な か っ た こ と 以 外 は 試 験 例 ２ と 同 様 に し て 廃 油 脂 固 化 物 を 得 た 。 得 ら
れ た 結 果 を 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
試 験 例 ６
　 分 離 さ れ た 廃 油 脂 に 対 し て 油 脂 固 化 剤 を 添 加 せ ず 、 ま た 加 熱 ・ 攪 拌 せ ず に そ の ま ま 分 析
し た 。 得 ら れ た 結 果 を 表 ２ に ま と め て 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 表 ２ か ら わ か る よ う に 、 油 脂 固 化 剤 を 用 い な か っ た 試 験 例 ５ 及 び 試 験 例 ６ で は 得 ら れ た
廃 油 脂 固 化 物 の 形 状 安 定 性 が 良 好 で は な か っ た 。 特 に 加 熱 ・ 攪 拌 を し な か っ た 試 験 例 ６ で
は 、 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 物 の ヘ キ サ ン 抽 出 割 合 が ５ １ ． ５ 重 量 ％ で あ り 、 含 水 率 が 高 い こ
と が わ か る 。 こ れ に 対 し 、 廃 油 脂 １ ０ ０ 重 量 部 に 対 し て 油 脂 固 化 剤 を ５ 重 量 部 用 い た 試 験
例 ２ ～ ４ で は 、 得 ら れ た 廃 油 脂 固 化 剤 の 形 状 安 定 性 が 良 好 で あ っ た 。 ま た 、 ヘ キ サ ン 抽 出
割 合 が い ず れ も ８ ０ 重 量 ％ を 超 え て お り 、 試 験 例 ６ よ り も 含 水 率 が か な り 低 い こ と が わ か
る 。 さ ら に 、 試 験 例 ６ で は 総 発 熱 量 が ２ ８ ９ ０ ０ Ｊ ／ ｇ で あ る の に 対 し 、 試 験 例 ２ ～ ４ で
は い ず れ も ３ ２ ３ ０ ０ Ｊ ／ ｇ を 超 え て い る た め 、 石 炭 ・ コ ー ク ス と 同 程 度 以 上 の 総 発 熱 量
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を 示 し て お り 、 燃 料 と し て の 利 用 が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 含 油 脂 廃 水 の 処 理 装 置 の 実 施 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 １ 　 処 理 装 置
　 ２ 　 流 し 口
　 ３ 　 廃 水 導 入 管
　 ４ 　 ス ト レ ー ナ ー
　 ５ 　 グ リ ー ス ト ラ ッ プ
　 ６ 　 含 油 脂 廃 水 吸 入 管
　 ７ 　 廃 油 脂 分 離 槽
　 ８ 　 バ ル ブ
　 ９ 　 加 熱 槽
　 １ ０ 　 攪 拌 装 置
　 １ １ 　 ヒ ー タ ー
　 １ ２ 　 バ ル ブ
　 １ ３ 　 冷 却 水 槽
　 １ ４ 　 攪 拌 装 置
　 １ ５ 　 廃 油 脂 固 化 物
　 １ ６ 　 バ ル ブ
　 １ ７ 　 廃 水 供 給 管
　 １ ８ 　 バ ル ブ
　 １ ９ 　 廃 水 返 送 管
　 ２ ０ 　 冷 却 水
　 ２ １ 　 冷 却 水 貯 蔵 槽
　 ２ ２ 　 バ ル ブ
　 ２ ３ 　 冷 却 水 供 給 管
　 ２ ４ 　 排 出 管
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【 図 １ 】
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